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Improved understanding of young and middle-aged 

  adults about the aged people by a simulation 

  program using braces for motion restriction

   Shigeko TAKAYAMA, Sawako MARUHASHI, Yuko MIYAMOTO, 

Toshiko MORITA, Akiko SAKAI, Motoko KOIZUMI, Tomoko TAKAYANAGI 

          Department of Clinical Nursing, School of Nursing

Abstract: Fifty-four general young and middle-aged adults (mean age, 39.5 years) performed 

simulation of 13 actions in the aged by restricting of motor ability with cervical and short-leg 

braces. This program was evaluated by their understanding of aged people before the experi-

ence, soon after and 6 month later respectively. Soon after the experience, 79.6% of the subjects 

were understood that "Aged people can not walk fast on the flat" that  is a basic movement  in 

daily life. And the number of subjects who were aware that "Aged people need  support.  " 
"Aged people are  kind"

, and "I think that I can understand the feelings of aged  people."  signif  i-

cantly increased. Estimation of the degree of difficulty in "Movement as a whole" and "Going 

downstairs" significantly improved. In addition, the number of subjects who had the will to 
"listen to aged people's talk and give advice"

, "speak to aged people", and "help aged people" 

significantly increased. These results suggest that simulation experience programs in general 

young and middle-aged adults using braces that restrict motor ability could be useful for 

improving their understanding of the difficulty in actions of the aged and arousing the will to 

understand the feelings of the aged and support them.

KeyWords: Young and 
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1.は じめに

わが国の老年人口(65歳 以上の総人口に占ある割合)は 上昇 を続 け,近 い将来 には国民4人

に1人 以上 が65歳 以上 の高齢者 という本格的な高齢社会が到来す ると予測 されて いる(D。 この

よ うな変化 に対応 して,高 齢者 にとって住 みやすい社会を構築 しようとす るときに,青 年 期や

壮年期の人々が高齢者にっ いて正 しく理解 していることは重要である。 なぜな ら,青 年期及 び

壮年期の人々は社会 において中心的役割を果 た してお り,高 齢者 のための街づ くりや政策 づ く

りの際に,彼 らの高齢者 に対す る認識 の程度が大 きく影響するか らである。 また,医 療経 済的

な理由 と高 齢者の精神的支援 の観点か らも今後 ます ます高齢者の在宅での介護が強化 され るな

かで(2),介 護者の一員 と して の青年期 ・壮年期の人々の高齢者への理解度 は介護 の質 を左右す

ると考 え られる。 さらには,彼 ら自身が高齢者予備群 として健やかに老 い,か っ,自 分 の老 い

を正 しく受 け入 れてゆ くためにも重要である。

本来,こ のような高齢者 に対す る認識や役割行動 は,時 代の流 れの中で受 け継がれ,学 ぶ も

のである。 しか し,わ が国が世界 に類 をみない速 さで高齢化 の進展を したため,ま た,日 本 の

家族構成が核家族 の増加へ と変化 したためにω,青 年期及 び壮年期 の人々は学ぶ機会 を与 え ら

れなか った といえ る。 この意味において,青 年期 ・壮年期の一般社会人 に対 して高齢者 への認

識 を深 あるための教育 プログラムが必要であるとい う認識 が高 まっている。 しか し,実 験的研

究(5)を除 くと青年期 ・壮年期の人 々を対象 とした高齢者の教育的体験 プログラムの報告 は数少

ない。 そのなかで,日 本 ウエルエージング協会 は一般社会人 に対 して ゴーグルな どの装 具 によ

る視覚,聴 覚,触 覚の制限 と,重 りやサポー ター装着 による筋力低下 の擬似体験 を実践 し,一

般社会人の高齢者 に対す る認識が変化 したと報告 している(6)。

本研究で は,ウ エルエイジ ング協会 のプログラムとは異な り,加 齢 による運動能力低下 によ

る基本 的動作 の困難性 に焦点 をあて,頚 椎装具 と両短下肢装具による擬似体験 プログラムを実

施 し,体 験前 と体験直後,そ して6ヵ 月後 に調査 を行 って一般社会人に対 する本教育プ ログ ラ

ムの有効性 を明 らかにす ることを 目的 とした。

皿.研 究方法

1.対 象者

対象者 は,福 井医科大学およびその近隣地域 の住民 のなかで,本 プログラム参加の呼 びか

けに対 して賛同 した青年期 および壮年期の一般社会人54人 である。

2.装 具 による高齢者擬似体験

擬似体験は1998年7月 に行 った。用いた装具 は,川 村 らによって考案 された頚椎装 具 と両

短下肢装具であ る(7)。頚椎装具 はあごを上方 に押 し上げた状態で頚部 を固定 し,こ の状 態で

動作を行 うとき安定を得 ようとして下方をみるために自然に体幹が前屈 して,腰 曲が りの状

態 となる装具 である。短下肢装具 は0脚 状態を人工的にっ くリ,ま た足関節を背屈位 に保持
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する ことにより,体 のバ ランスをとろうと自然 に膝 が屈曲位 にな り,高 齢者 に一般的 に見 ら

れ る背中や腰をかがめた姿勢が得 られ るものであ る。対象者 はこのよ うな姿勢 の変化 を きた

す装具をっけて,「 平面歩行する」「階段 を上が る一下 りる」「椅子 か ら立 ち上 が る一座 る」

「斜面 を上がる一下 りる」「立 って浴槽に入 る一出 る」「座 って浴槽 に入 る一出る」 「洋式 トイ

レに座 る一立 ち上がる」の13の 生活動作を体験 した。

3.調 査内容

調査 は,擬 似体験前 と体験直後,そ して体験6ケ 月後の3回 おこな った。体験前 と体験 直

後の調査 は擬似体験 が対象者の高齢者 に対す る認識を変化させ るのか どうかを明 らか にす る

目的で行 い,体 験6ヶ 月後の調査は擬似体験 によって変化 した対象者 の高齢者に対す る認 識

が持続 しているか否 かを明 らかにす る目的で行 った。 なお,調 査 の目的や方法にっ いて は擬

似体験前 に説明をお こなって承諾を得 た。

調査項 目は,日 本 ウエルエイジング協会の調査項 目を参考 に作成 した。調査内容 と回答 方

法及 び調査時期 は次 のとお りである。

① 対象者 の基本的特性及び生活背景:性,年 齢,職 業,現 在 の高齢者 と同居 の有無,過

去 の同居 の有無,日 常生活 で高齢者に接す る機会の有無にっ いて擬似体験前にア ンケ ー ト

調査を行 った。

② 擬似体験 に対す る反応:装 具をっ けて13の 生活動作 を体験 した直後 に,ど の よ うに感

じたかを質問 した。 回答 は"速 くできないと感 じた""転 びそうと感 じた""恐 いと感 じた"

"杖や支 えが必要 と感 じた""特 にない凶"そ の他"か ら該当する全 ての項 目を選択 す るよ

う求めた。

③ 老化に伴 う動作の困難度 の予測:「 全体 としての動 き」 と,「 しゃがむ」「立 ち上 が る」

「歩 く」「上 がる」「下 りる」 の5っ の基本的な動作 にっ いて対象者 の通常 の状態 を100,

全 く出来 ない状態 を0と 仮定 して,0か ら100ま での数値で老化に伴 う運動機能 の能 力を

判断す るよう求 めた。 そ して,得 られた回答 と100と の差 を求めて現在の状態か らみた困

難度 と した。 したが って値が高いほど困難度が高いという予測である。調査は体験前,体

験直後,体 験6ケ 月後に行な った。

④ 高齢者 に対す る認識:擬 似体験前,体 験直後,6ケ 月後に高齢者 に対す る認識 を質 問

した。質問は12項 目で,そ の うち肯定的な認識 は 「高齢者 は親切だ と思 う」,「遠 慮 して い

ると思 う」,「円熟 していると思 う」,「援助 を必要 としていると思 う」,「気持 ちを理 解 で き

ると感 じる」 の5項 目で,ど ち らか といえばマイナス的な認識 は 「わがま まだ と思 う」,

「行動がおせ っかいだ と思 う」,「人 に迷惑 をかける」,「人にい らい らさせ る」「不活発 だ と

思 う」,「行動 は危険だと思 う」,「役にたたないと思 う」 の7項 目であ った。 回答 は,"と

て もそ う思 う"か ら"殆 どそ う思わない"ま での4段 階で求 めた。

⑤ 高齢者 に対す る援助の意志:「 高齢者 の相談相手になる」や 「電車 やバスで高 齢者 に
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席 を譲 る」など7項 目に対 して どの程度実行 しよ うとしているか を質 問 して,"積 極 的 に

実施 しよ うと思 う"か ら"殆 ど実行 しようとは思わない"ま での4段 階で回答を求め た。

調査 は体験前 と,直 後,6ヶ 月後 に行 った。

4.分 析方法

統計的な分析は体験前 と体験後のみ行 った。体験前後 の困難度の予測の平均値 の差 はt検

定を用 い,体 験前後における肯定的及 び否定的認識 の割合の差 は,κ2検 定 を用 いた。 分析

にあた ってt検 定 はMicrosoftExce12000を 用 い,κ2検 定 はHALBAU(現 代数学社)を

用いた。 なお,体 験直後 と体験6ヵ 月後 にっいては記述統計 とした。

皿.結 果

擬 似体験 者 及 び調 査対 象 者 は54人 で,男 性27人,女 性27人 で あ った。 年 齢 は21歳 か ら59歳 で,

平 均 年齢 は39.5歳(SD8.1)で あ り,全 員 が有 職者 で あ った。54人 の う ち過 去 に高 齢 者 と同居

して い た の は66%(35人)で,現 在 同 居 して い るの は37%(20人)で あ った。 日常 の 生 活 で高

齢 者 と接 す る機 会 に つ い て は, 表
1.高 齢者擬似体験直後の反応

66%(38人)が"余 りな い""殆N=54(%)

どない"と 回答 した。擬似体験に

対す る反応 は表1に 示 した。運動

機能 を制限す る装具 をっ けて13の

動作を体験 したあと対象者の50%

以上が,13動 作中9以 上の動作に

対 して 「速 くで きな い」 「杖 や支

えが必要」 と感 じていた。最 も多

くの対象者が 「速 くで きない」 と

感 じたのは,「 平面 歩行 す る」 と

い う基 本的 な移動 動作 で あ った

(79.6%)。 また,「 転びそ う」 「恐

い」 と最 も強 く感 じたのは 「階段

体 験 動 作

.子 から立ち上がる

.子 に座る

平面歩行する

階段を上がる

階段を下る

斜面を上がる

斜面を下る

立って

立って

座って

座って

谷槽に入る

谷槽から出る

谷槽に入る

谷槽から出る

洋式トイレに座る

洋式トイレから立ち

速 く

できない

38.9

50.0

79、6

64.8

37.0

74.1

57.4

55.6

57.4

51.9

58,5

58.5

52.8

転びそう

7.4

11」

t9

16.7

48.で

3.7

18.5

2α4

29.6

22.2

24.5

5.7

7.5

恐 い

1.9

13.0

3.7

7.4

63.0

5.6

33.3

20.4

16.7

20.8

132

5.7

1.9

杖や支え

が必要

63.0

44.4

40.7

53.7

72.2

42.6

55.6

66.7

72.2

73.6

71.7

37.7

52.8

・数字は対象者に対する割合で 複数回答である

・[特にない]、[その他]は除く

を下 りる」 に対 して で あ った(「 転 び そ う」48.1%,「 恐 い」63.0%)。

対 象者 が,高 齢 者 に と って最 も困難 度 が高 い と予 測 した の は,図1に 示 した よ うに 「下 りる」

動 作 で,平 均値 は体験 前57.2,直 後66.3,6ケ 月後62.5で あ っ た。 最 も困 難 度 が 低 か っ たの は

「歩 く」動 作 で,体 験 前47.7,直 後48.6,6ケ 月後46.1で あ った。

擬 似体 験前 後 の変 化 で は,ま ず 高齢 者 の 「全体 と して の動 き」 に対 して の困 難度 が有 意 に高

くな って いた(p=0.03)。 具 体 的 な動 作 で は,体 験 後 に困難 度 が有 意 に高 くな っ た の は 「(階

段 や斜 面 を)下 りる」 で あ った(p=0.0005)。 反 対 に 「立 ち上 が る」,「(階 段 や斜 面 を)上 が
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しゃがむ

立ち上がる

歩く

上がる

下りる

全体としての動き

102030405060

N=54

図1.老 化 に伴 う身 体 機 能 の 困 難 度 の 予 測

幽

0 70(%)

対象者の通常の状態を100,全 く出来ない状態を0と して,高 齢者の各動作の能力を数値 で表 し,

その得 られた数値 と100と の差 を困難度 として表 し,平 均値を求めた。差の検定はt検 定で行 った。

る」 の動作 は体験後 に困難度 の平均値 は低 くなったが有意の差 は認め られなかった。体験後 に

有意 に変化 した 「全体 と しての動 き」 と 「下 りる」動作 にっいて6ヶ 月後の変化を見 ると,い

ずれ も体験直後よ りも低いが体験前 よりも高か った。

高齢者 に対す る認識 の変化 につ いては,"と て もそ う思 う""や や思 う""あ ま りそ う思 わ な

い""殆 どそ う思 わない"の4段 階の回答の うち,"と て もそ う思 う""や や思 う"と 答え た対象

者 の割合を図2に 示 した。体験前 は,高 齢者 に対 して 「行動 は危険である」 という認識 を もっ

対象者が最 も多か った(81.5%)。 しか し,体 験後には 「危険である」(90.7%)と と もに 「高

齢者 は援助を必要 としていると思 う」(92.6%),「 高齢者 の気持 ちを理解で きると思 う」(87%)

と肯定的な認識 を持つ対象者が80%以 上 にな って いた。

体験 後 に対 象者 の認識 が有意 に増加 したの は 「高 齢 者 の気 持 ち を理解 で き る と思 う」

(p=0.0001)で 体験前 に53.7%(29人)で あったのが体験後 には87%(47人)と 増加 し,「 高齢

者 は援助を必要 と していると思 う」(p=0.009)も 体験前74.1%(40人)か ら体験後92.6%(50

人)に 変化 した。2項 目は共 に高齢者を肯定的 に認識す る内容であ った。反対に 「高齢者 はわ

が まま と思 う」 と回答 した対象者 は体験前64.8%(35人)か ら体験 後44.4%(24人)に 有 意 に

減少 した(P=0.042)。6ケ 月後の変化を疑似体験に よって有意 に変化 した 「気 持 ちが理 解で

きると思 う」「援助を必要 と していると思 う」 の2項 目にっ いてみる と,肯 定 的 な回答 は体験

直後よ り減少 したが体験前 よりも多 く認識 していた。
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〔肯定的な認織〕

親切

円熟

気持ち理解

遠慮

援助必要

〔否定的な認識〕

わがまま

おせっかい

不活発

迷惑

いらいら

危険

役に立たない

0 204060

図2.高 齢者に対する認識の変化

80

N=54

薯00(%)

各項 目の数値 は,"と てもそ う思 う""や や思 う"と 回答 した対象者の割合である。差 の検定 はκ2

検定で行 った。

相談相手になる

席を譲る

話しかける

考えや意見を聞く

配慮する

クレームをつける

手助けする

□前

團後

匿6ケ 月

0 20406080
N=54

図3.高 齢者に対する援助の意志の変化

100(%)

各項 目の数値は,"積 極的に実施 しようと思 う""あ る程度実行 しようと思 う"と 回答 した対象者の

割合を示 した。差の検定 はκ2検定で行 った。
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日常生活における高齢者への援助の意志 にっいては,7っ の援助項 目に対 し"積 極的 に実行

しようと思 う""あ る程度実行 しようと思 う""あ ま り実行 しよ うと思 わない""殆 ど実 行 しよ

うとは思わない"の いずれかに回答を求め,図3に"積 極的に実行 しよ うと思 う""あ る程度

実行 しよ うと思 う"と 答えた対象者 の割合を示 した。体験前 に90%以 上 の対象者 が,「 電車 や

バスで席 を譲 る」,「 高齢者 の考えや意見を聞 く」,「高齢者の心身の状態に配慮 した行動をする」

を"実 行 しようと思 う"と 答え,体 験 した後 も高 い割合を維持 した。援助の意志が体験後 に有

意 に高 くな ったの は,「 話 しかけ る」(p=0.007)で 体 験前70.4%(38人)か ら体験後90。7%

(49人)へ 変化 し,「何か手助 けをす る」(p=0.008)は 体験前83.3%(45人)か ら体験後98.1%

(52人)と 変化 した。更に 「相談相手 にな る」(p=0.04)も,体 験前79.2%(42人)か ら体験 後

92.6%(50人)と 増加 した。体験後 に有意 に変化 した 「話 しか ける」「何か手助けをす る」 「相

談相手 にな る」の3項 目について6ケ 月後をみると,い つれ も体験後 より減少 しているものの,

体験前 より高 い割合を維持 していた。

IV.考 察

本研究の体験 プログラムは,こ れまで幅広 く行 われている視聴覚 の機能低下などを中心 と し

た組 み合わせ による体験 プログラム ⑤(6)とは異 なり,腰 や膝が曲がるとい う筋骨格系 の変化か

らくる運動機能 の低下 による基本的動作 の困難性 に焦点を当てた プログラムである。

疑似体験後 の変化で特記すべ きは,「 歩 く」 ことについての認識 の変 化で あ った。 体験 前 に

は青年期 ・壮年期 の対象者が 「歩 く」動作 を困難であ ると予測 したのは対象 者 の47.7%で あ っ

たが,体 験後 には80%が 高齢者 は平面 を歩 くことが困難 であるとい うよ り,「 速 くで きない」

ことに気づいて いた。一般的に,高 齢者 は加齢 による骨筋肉系の変化か ら背中曲が りや腰 かが

みによる軽度前屈姿勢 となって運動能力が低下 し,全 ての動作が緩慢 となる(8)。しか し,周 囲

の人が 「高齢者 は平面 を歩 くとい う最 も単純な動作 さえ速 く出来ない」 とい う十分な認識 が な

いと,高 齢者 の行動を待っ ことが出来 なくなる可能性が高 い。 そ して,周 囲の人が高齢者 を待

っ ことが出来 ないと,高 齢者 は 「歩 くことさえスムーズに出来な くなった」 と能力減退感 を強

め ることもある。 このよ うに考え ると,今 回,高 齢者 は歩 くことが 「早 くで きないと感 じた」

と80%が 示 した ことは,高 齢者 にとって重要 な理解を深め ることにな った と考え られ る。

また,擬 似体験 によって困難度の認識 が有意 に増加 したのは,「 階段 を下 りる」動 作 であ っ

た。 この動作 に対 してはすでに体験前 に最 も困難度 の高い動作 として予測 されていたが,体 験

後には更に この認識が高 くな り,ま た体験後最 も多 くの対象者が階段 を下 りることに対 し 「恐

い」「転 びそう」 と感 じたと回答 した。その ことは,「 階段 を下 りる」 動 作が青年期 ・壮 年期 の

一般社会人 にとって事前 の予測以上に困難であったことを意味 し
,高 齢者 にとって 「下 りる」

動作 は困難であると同時に恐怖を伴 う動作であることを実感 で きた ことを示 していた。 それ に

対 し,階 段や斜面を 「上がる」 という逆の動作 は,体 験前の困難度の予測が 「下 りる」 とほぼ
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高山成子,丸 橋佐和子,宮 本裕子,森 田敏子,酒 井明子,小 泉素子,高 柳智子

同 じ値であ ったに も関わ らず,体 験後には困難度 の予測 は大幅 に低 くな っていた。 この ことは,

青 ・壮年期 の人々は,高 齢者が 「上が る」動作の時 には実際 よりも高 く困難度 を判断 しが ちで

過度 な手助 けをす る可能性が あ り,「下 りる」動作 に対 しては逆 に低 く困難度 を判断 して必要

な声か けや援助が不足す る可能性があることを示唆 した。 このよ うな高齢者 の実際 と周 囲 の認

識が大 き くずれ る場合に,周 囲の人 は高齢者の当然の要求をわが ままと捉え る可能性が高 い。

本研究で も対象者 の64.8%が 体験前 に 「高齢者 はわがままと思 う」 と回答 して いたが,体 験後

にはわがままと考え る対象者が有意 に減少 していた。 その ことか ら,本 プログラムで 「下 りる」,

「上が る」動作 を体験 した ことは,一 般社会人が高齢者 に対 して誤 りがちな認識 と援助内容 を修

正す るために有益 なプログラムであ った。

本研究 は疑似体験 の有効性 を,「 動作困難度 の予測」,「高齢者 に対す る認 識」,「高齢 者 に対

す る援助の意志」 の3項 目の変化か らみたが,結 果的 に困難度 の予測で は 「下 りる」 「全体 と

しての動 き」,認 識で は 「高齢者 の気持 ちを理解で きると感 じる」「高齢者 は援助を必要 と して

いると感 じる」「高齢者 はわがままと思わない」,援 助の意志では 「相談相手 になる」,「話 しか

け る」,「手助 けす る」 と3つ の項 目全てに有意 に変化 した項 目がみ られた。 この ことは青 ・壮

年期 の対象者が運動機能 を制限す る装具で擬似体験 した ことで,高 齢者の動作の困難性 を理解

で き,さ らにその困難を抱 える高齢者の気持ちが理解で き,結 果 として高齢者 に援助を しよ う

とする意志 が強 まったと考え られた。 このよ うな望 ま しい効果 が得 られ た背景 には,対 象者 の

66%が 過去 に高齢者 と同居 した経験を有 し,37%が 現在高齢者 と同居 していることが関 係 して

いたか もしれない。っ まり,今 回の擬似体験が自分 の過去の経験や現在の体験 と結 びっ いた と

きに,現 実 的に 「高齢者 に何を してあげると良いのか」 と考え ることがで きるか らであ る。 中

川 は 『自分 を変え るためには客観 的知識 だけでは不十分 で体験学習によ ってイメージを変え る

ことが大切 である』 と述 べて いる(9)。そ して,メ ア リーらは 『運動能力の変化 は高齢者 にと っ

て特 に厄介 である。 なぜな ら,そ れによって他者へ の依存が増 したり,依 存への恐怖が生 じた

り,能 力の減退感へ とっなが るか らであ る』 と述 べて いる(1°)。このことか ら,本 研究で実施 し

たよ うな運動能力の制限を きたす装具を装着 して基本的生活動作 の不 自由さを体験す る擬似体

験 は,生 活暦 のある青年期 ・壮年期 の一般社会人 にとって,高 齢者を理解するために有益 なプ

ログラムであった と考え る。

最後 に,6ヶ 月後 の調査結果か ら考え ると,今 回 の擬似体験 によって有意 に認識が変 化 した

8項 目の うち7項 目が体験直後 の認識 よりやや低下 したが体験前 よりは高い値 を維持 した こと

か ら,認 識の変化が6ヶ 月間持続する可能性が示唆 された。 しか し,推 計統計分析 を しなか っ

た こと,ま た高齢者 と同居中 の対象者が37%含 まれて6ヶ 月前の擬似体験 より日々の高齢者 と

の出来事の ほうが高齢者への認識を左右すると考 え られた ことか ら,疑 似体験 による認 識 の変

化がどれ ほど持続す るかにっ いては言い切れず,今 後 の課題 としたい。
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V.ま とめ

青年期及 び壮年期の一般社会人54人 を対象 に,頚 椎装具 と短下肢装具 による運動能力 を制限

した13の 動作 について擬似体験 プログラムを実施 した結果,高 齢者 への認識や,老 化 によ る動

作 の困難度 の認識,高 齢者 に援助 する意志 に有意 な変化が認め られ,青 年期 ・壮年期 の一般 社

会人に対す る本教育 プログラムの有効性が示唆 された。

本研究 は平成9-10年 度科学研究(基 盤研究C)補 助金を受 けて行 った ものの一部である。
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